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既設配管・内外連絡電線流用について

ご確認用フローチャート

お使いのエアコンからの入替えもスムーズ！
既設配管を洗浄なしで再利用できるから、埋込み配管でも工事は簡単です。

新冷媒機への既設配管流用について

※使用可否については、配管内の油汚れ具合で判定します。尚、既設配管内が極端に汚れている場合は、配管洗浄または、新規配管が必要です。 
※ルームエアコンでは、既設エアコン撤去の際、冷房運転を2.2～2.8kW:5分、4.0kW：10分を行い、
　そのままポンプダウンを行ってください。
※その他、フレアの再加工、配管肉厚、フレアナット等はJIS規格品をご使用ください。

HFC採用エアコンに、旧冷媒（R22）エアコンの既設配管を流用する場合は、
最大配管長まで洗浄なしで使用できます。

既設配管
再利用

既設配管流用可否

既設配管は、
・傷、へこみ、折れがない
・外径・肉厚は条件をクリアしている
・液管、ガス管共に
 個別に断熱されている

既設エアコンは
運転かつポンプダウン可能かを
確認してください

規定時間の温調運転（※1）を
実施後、ポンプダウンを実施

既設エアコンを撤去してください

油に鉄粉等の磨耗粉が
残っている

新設エアコンの既設配管施工

既設配管流用不可
新規配管で施工してください

重要

重要

冷媒回収装置を使用して
冷媒を回収

配管洗浄してください

YES

YES

NO

OK

OK

OK

YES

※1  冷房もしくは暖房にて下記時間運転してください。

※2 

2.2～2.8kW:5分、4.0kW：10分

OK

NO

NO

必ず製品に付属のフレアナットを使用し、
フレア再加工（Ｒ410Ａ用・R32用）を行ってください

既設の内外連絡電線の本数は、
3芯線以上（2芯線2本可）に
なっているか？

YES

YES

既設の内外連絡電線に
キズ等がなく、導線と大地間、
各導線間を500Vメガーで測定し
100MΩ以上あるか

NO

NO

既設内外連絡電線流用可否

既設内外連絡電線流用不可
新規電線で施工してください

既設の内外連絡電線を
再利用できます

YES

既設の内外連絡電線の太さは
以下を満たしているか？
室内電源機で運転電流（最大）が
15Aを超える製品：
３芯VVF φ2.0mm（※2）
その他の製品：
３芯VVF φ2.0mm 
または φ1.6mm

NO

〈内線規定による連絡電線径選定が困難な場合〉
  室内電源機種：３芯VVF φ2.0mm
  室外電源機種：３芯VVF φ2.0mm 

または φ1.6mm

電気設備技術基準および内線
規定に従って施工してください。
線径は「内線規定」の１編３章
1340節（単線）を参照。「内線規定」
による連絡電線径の選定が困難
な場合は、右をご参照ください。

配管、フレアナットは、
必ずＪＩＳ規格品を使用してください。
●冷媒配管の肉厚は、0.8mmのものを使用し、薄肉管（0.7mm）は使用
しないでください。
●既設配管のフレア接続部は加工劣化を起こしていますので、必ず新たに
再加工をしてください。
●フレアナットは、製品に付属のものを使用し、既設フレアナットは使用しないで
ください。

冷媒配管の外径及び肉厚について

●確実な洗浄には冷媒配管洗浄装置のご使用を推奨します。
●冷媒の大気放出による配管ブローは決して行わないでください。

配管洗浄について

●既設配管が2分（φ6.35mm）・4分（φ12.7mm）の場合、異径継手
（現地調達）を使用することで、2分（φ6.35mm）・3分（φ9.52mm）
配管に再利用可能です。

配管径が異なる場合

●R22とR410A、R32ではガス管のサイズが一部異なります。

●リモコンで「停止」したときの消費電力は、電源が単相100Vの場合は1.4W、単相200Vの場合は1.5Wです（AXシリーズ）。　●リモコンで「停止」したときの消費電力は、電源が単相100Vの場合は1.0W、単相200Vの場合は
1.2Wです（Eシリーズ、JSシリーズ）。　●待機時に電力を消費します。長時間使用しない時は電源プラグをコンセントから抜いてください。　●この仕様値は、日本産業規格 JIS C 9612：2013 に基づいた数値です。　●この
製品は日本国内用に設計されていますので、日本国外では使用できません。FOR USE IN JAPAN ONLY.　●接続電線はφ2.0mmを使用してください。（最大電流値が15A以下の機種かつ電線長さが10m以内の場合は3芯
φ1.6mmも使用できます。）　

仕様表（JIS C 9612:2013に準拠）
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2027
年 6.090 R32 0.56 675
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機種
（ ）内は室外機

AX
シリーズ

E
シリーズ

2027
年 5.887 R32 0.56 675

2027
年 5.079 R32 1.15 675

2027
年 5.081 R32 1.15 675

2027
年 5.887 R32 0.48 675

2027
年 4.974 R32 0.75 675

2027
年 5.887 R32 0.56 675

2027
年 5.887 R32 0.61 675

2027
年 5.887 R32 0.48 675
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冷房 暖房 冷媒配管パイプ 消費電力量

仕様表

フロンラベルの表示について

簡易
フロンラベル

このラベルはフロン排出抑制法に基づく指
定製品に使用されている冷媒フロンの環境
影響度として用いられている地球温暖化係
数（GWP）について、定められた目標への達
成度を表したものです。製品を選択する時
のご参考にしてください。家庭用エアコン
は、出荷台数で加重平均した環境影響度と
して用いられている地球温暖化係数
（GWP）の値が、目標年度（2018年度）にお
いて目標値（750）を上回らないことが、製造
事業者等に義務付けられています。

R32冷媒使用機種

●この表示は、家庭用エアコンに温暖化ガス（フロン類）が封入されていることをご認識いただくための
表示です。　●エアコンの取り外し時は、フロン類の回収が必要です。また、廃棄時には、家電リサイクル
法の制度に基づき適正な引き渡しをしていただければ、確実にフロン類の適正処理がなされます。

家庭用エアコンにはGWP（地球温暖化係数）が675のフロン類（R32）が封入さ
れています。地球温暖化を防止するため、移設・修理・廃棄等にあたってはフロ
ン類の回収が必要です。
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内外連絡電線は、仮設配線を再利用する
場合でも、将来のリプレースなどを考慮
して3芯φ2.0mmを推奨します。
ただし、最大電流15A以下の機器かつ内
外連絡電線の長さが10m以下の場合に
限り、3芯φ1.6mmも使用できます。（内
外連絡電線は、強く引っ張らないようにご
注意ください。）

エアコンの期間消費電力量について （J IS  C  9612：2013適用）
機種に見合った広さの部屋で、（社）日本冷凍空調工業会規格（JRA4046：ルームエアコンディ
ショナーの期間消費電力量算出基準）に基づき、以下の条件のもとに運転した時の試算値です。
※実際には地域やご使用条件により電力量が変わることがあります。※冷房専用機種（窓用エアコン）の
　期間消費電力量は、暖房期間は使用しないため、冷房期間のみの算出となります。

通年エネルギー消費効率（APF）について
APFはエアコンの省エネルギー性能を効率で表したものです。

通年エネルギー消費効率（APF） 1年間で必要な冷暖房能力の総和＝ 期間消費電力量÷
通年エネルギー消費効率（APF）と期間消費電力量の関係

●外気温度：東京をモデルとしています。　●使用時間：6：00 ~ 24：00の18時間　
●室内設定温度冷房時27℃ / 暖房時20℃　●住宅：JIS C9612による平均的な住宅（木造、南向き）
●期間：冷房期間（5月23日 ~ 10月4日） 暖房期間（11月8日 ~ 4月16日）

算出基準

17 18

冷房定格エネルギー消費効率（冷房COP）と区分

機 種 名 区　分 定格冷房
エネルギー消費効率

機 種 名 区　分 定格冷房
エネルギー消費効率

機 種 名 区　分 定格冷房
エネルギー消費効率

2.70

2.67

4.07

3.73

AQA-AX566A2

AQA-E226A

AQA-E256A

AQA-AX636A2

機 種 名 区　分 定格冷房
エネルギー消費効率
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3.17

4.12AQA-JS286A
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（は）

（は）

4.31

3.82

4.18

3.31

AQA-AX256A




